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令和元年１０月５日 

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 働き方研究委員会 

 

建設コンサルタンツ協会近畿支部 第５２回研究発表会 

ワールド・カフェ 開催報告 

待ったなし！働き方改革！ ～あなたは休めていますか？帰れていますか？～ 

 

１．主旨 

 待ったなしの「働き方改革」が、私たち建コン業界にも強く求められています。 

 しかし、なかなか難しいことが多いのも現実です。 

 今回は、私たち業界・企業・個人が、身近な事例を元に、どのように取り組んでいくのかを考えま

す。 

 みんなで自由に意見を交換し、「意欲ある仕事スタイル」「快適な職場にするためのきっかけ」を探

しましょう！ 

 

２．開催概要 

（１）ワールド・カフェ 

【テーマ】 事例１：部門のワークシェア（帰れていますか？） 

 事例２：連日の有休取得（休めていますか？） 

【日時】 令和元年１０月５日（木）12:00～13:00 

【場所】 大阪科学技術センター 702号室 

【参加状況】 参加者２２名 委員１１名 計３３名 

【プログラム】 12:00～13:00 フリータイム 

 13:10～13:50 事例説明・ワーク① 問題点→着地点・解決策→課題 

 13:50～14:00 休憩 

 14:00～14:15 解決案提示・ワーク② 解決案協議 

 14:15～15:30 発表：各班 3分 

 

（２）アンケート実施（壁貼アンケートにシールを貼って回答） 

ワールド・カフェテーマに合わせた壁貼アンケートを実施しました。 

①あなたは休めていますか？ 

②あなたは帰れていますか？ 

 

（３）ハラスメントチェック 

研究発表会の参加受付時の資料として「パワーハラスメントチェックシート」を配布し、セルフチェックを実

施。「パワーハラスメントチェック解説」を 702号室にて配布しました。チェックポイントは次のとおり。 

①【パワハラチェック１】あなたはパワハラを行なっていないか 

②【パワハラチェック２】職場でパワハラが起こる可能性がないか 
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３．ワールド・カフェ討議内容 

（１）まとめ 

【事例１】部門のワークシェア（帰れていますか？） 

事例 業務量の多い部署で、若手社員に教育時間が割けていない。 

残業削減を徹底している。 

共通の問題点 ・業務量過多 

・中堅社員が板挟み 

・部署全体の状況を把握していない 

・将来を見据えた教育ができていない 

・コミュニケーション不足 

解決策 ・人員を増やす 

・若手の仕事量見直し 

・業務内容を理解する 

・コミュニケーションよくする 

・全体会議(全員参加) 

・朝礼 

・チャット 

課題 ・そもそも業務量が多い 

・業務に対する意識 

・指導方法 

 

【事例２】連日の有休取得（休めていますか？） 

事例 多忙な部署で、発注者からの問合せも絶えない。 

上司も複数業務を管理し個別案件の詳細まで把握できていない。 

中堅社員が連続休暇を申請。 

共通の問題点 ・業務内容を把握できていない 

・有休をあまり取っておらず取得しにくい雰囲気なのでは 

・長期不在になることを発注者に伝えたら良いのではないか。 

解決策 ・人員を増やす 

・繁忙期をなくす 

・工程ミーティングを行う。 

・業務内の体制、分業・分担方法を再考し、業務内容を把握している人

を増やす。 

・有休が取りやすい（話しやすい）雰囲気を作る。 

課題 ・業務を把握していない。 

・品質低下している（業務が多い＆相談が出来ていない） 
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（２）ワークメモ 

【事例１】部門のワークシェア（帰れてますか？） 
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【事例２】連日の有休取得（休めてますか？） 
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（３）開催状況 
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４．アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒壁貼アンケートにシールを貼って回答 

 

 

 

 

 

 

 

５．ハラスメントチェック 

参議院本会議は2019年5月 29日、職場でのパワーハラスメント（パワハラ）防止を企業に義務

付ける労働施策総合推進法の改正案を可決。同改正法が成立しました。義務化は大企業では 2020

年 4月、中小企業では 2022年 4月から導入される見通し。それまでは努力義務となります。 

この背景から、今回のハラスメントチェックは「パワーハラスメント」をテーマに実施しました。 

（１）配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 あなたは帰れていますか？ 

 n=39 

 あなたは休めていますか？ 

n=37 

 パワーハラスメントチェックシート  パワーハラスメントチェックシート【解説】 
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（２）チェック集計 

セルフチェックを行って頂いた方のチェック数の集約結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．さいごに 

 2019年 4月 1日をもって、働き方改革法案改正法が適用開始されました。待ったなしの「働き方

改革」が、私たち建コン業界にも強く求められています。しかし、なかなか難しいことが多いのも現実です。 

 今回は、みなさまと意見交換を行い、解決のヒントを得ていただく場として、ワールドカフェを実施いた

しました。日頃から様々な事例に直面し解決してこられたと存じます。幅広くご意見いただき、ありがとうご

ざいました。このワークショップを機会に、あらためてワークライフバランスや働きやすい職場について見つめな

おして頂けましたら幸甚に存じます。 

 どうもありがとうございました。 

 

  

３check以上は、パワハラの行為者となる可能性あり

５check以上は、要注意

n=16

３check以上は、職場内でパワハラが発生する可能性が高い

５check以上は、要注意

n=18
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（参考資料） 

2019/10/7 建通新聞社web 

 

 

 

 

 


